
日
本
経
済
の
現
状

日
本
経
済
は
、
国
内
に
は
際
立
っ
て
大
き
な
リ
ス

ク
要
因
は
な
い
も
の
の
、
海
外
経
済
の
悪
化
に
伴
う

輸
出
の
不
振
等
を
背
景
に
、
当
面
、
低
空
飛
行
を
続

け
る
公
算
が
大
き
い
。

ま
ず
、
足
元
の
世
界
経
済
は
下
振
れ
リ
ス
ク
を
抱

え
て
い
る
。

世
界
的
な
在
庫
循
環（
短
期
）と
ス
ト
ッ
ク
循
環

（
中
長
期
）を
、
上
か
ら
「
○
、
△
、
▲
、
×
」
の
４

段
階
評
価
の
サ
イ
ク
ル
で
確
認
し
て
み
よ
う
。
世
界

全
体
で
は
、
短
期
の
在
庫
循
環
は
「
▲
」、
中
長
期

の
ス
ト
ッ
ク
循
環
は
設
備
が
「
△
」、
自
動
車
は

「
▲
」、
住
宅
は
統
計
が
取
れ
る
日
米
両
国
と
も
に

「
×
」
で
あ
る
。
総
じ
て
言
え
ば
、
世
界
経
済
の
短

期
・
中
長
期
の
循
環
は
悪
化
傾
向
で
、
景
気
は
下
振

れ
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
経
済
は
、
以
下
の
４
つ
の

下
支
え
要
因
に
よ
り
、
緩
や
か
な
景
気
拡
大
を
続
け

る
見
通
し
で
あ
る
。

第
１
に
、
海
外
経
済
の
減
速
ペ
ー
ス
は
緩
や
か
だ

と
み
ら
れ
る
。
米
国
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
１１
月
の

大
統
領
選
挙
を
控
え
て
財
政
政
策
等
で
景
気
を
支
え

て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
中
国
も
政
治
的
な
理
由
な

ど
か
ら
財
政
政
策
を
中
心
と
す
る
カ
ン
フ
ル
剤
を
打

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
Ｉ
Ｔ
製
品
の
サ

イ
ク
ル
に
底
入
れ
の
兆
し
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
あ

わ
せ
考
え
る
と
、
海
外
の
景
気
減
速
ペ
ー
ス
は
、
政

治
的
理
由
な
ど
に
よ
り
緩
や
か
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。第

２
に
、
所
得
・
雇
用
環
境
の
改
善
が
継
続
し
て

い
る
。
実
質
総
雇
用
者
報
酬（
雇
用
者
に
分
配
さ
れ

た
総
額
を
物
価
水
準
で
調
整
し
た
も
の
）を
見
る
と
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま
っ
た
２
０
１
２
年
１２
月
以
降
、

緩
や
か
な
所
得
の
拡
大
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
人

手
不
足
に
よ
る
雇
用
の
逼
迫
は
顕
著
で
、
仮
に
景
気

が
悪
化
し
て
も
企
業
が
過
激
な
リ
ス
ト
ラ
を
行
う
可

能
性
は
低
い
。

第
３
に
、
消
費
増
税
に
伴
う
景
気
対
策
に
よ
り
、

過
去
の
増
税
局
面
よ
り
も
影
響
は
限
定
的
と
み
ら
れ

る
。
２
０
１
９
年
１０
月
に
実
施
さ
れ
た
消
費
増
税
の

際
に
は
、
２
兆
円
の
増
税
に
対
し
て
２
・
３
兆
円
の

景
気
対
策
が
施
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
で
見
る
と
約
３
０
０

０
億
円
の
プ
ラ
ス
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
増
税
分
２

％
の
う
ち
１
％
分
は
教
育
無
償
化
な
ど
で
国
民
に
還

元
さ
れ
て
お
り
、
需
要
の
平
準
化
策
も
き
め
細
か
く

打
た
れ
て
い
る
。

第
４
に
、
２
０
１
９
年
１２
月
に
、
政
府
は
２６
兆
円

規
模
の
経
済
対
策
を
発
表
す
る
な
ど
、
景
気
下
振
れ

リ
ス
ク
へ
の
万
全
の
備
え
を
講
じ
る
方
針
だ
。
税
制

面
で
も
、
�
大
企
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
出

資
に
対
す
る
税
優
遇
、
�
５
Ｇ（
第
５
世
代
移
動
通

信
シ
ス
テ
ム
）網
の
整
備
へ
の
支
援
、と
い
っ
た
「
成

長
の
底
上
げ
」
を
企
図
し
た
施
策
が
導
入
さ
れ
る
方

熊
谷
亮
丸

く
ま
が
い

み
つ
ま
る

日
本
経
済
の
現
状
と
今
後
の
課
題
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向
で
あ
る
。

他
方
で
、
日
本
経
済
の
リ
ス
ク
要
因
は
も
っ
ぱ
ら

海
外
に
潜
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
�
中
東
情
勢

の
混
乱
を
受
け
た
原
油
価
格
の
高
騰
、
�
米
中
摩
擦

の
深
刻
化
、
�
中
国
経
済
の
下
振
れ
、
�B

rexit

（
英

国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
）に
伴
う
欧
州
経
済
の
動
揺
、
な
ど

へ
の
細
心
の
注
意
が
必
要
と
な
ろ
う
。

日
本
経
済
の
今
後
の
課
題

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
基
本
的
な
方
向
性
は
正
し
い
。

安
倍
政
権
が
日
本
を
デ
フ
レ
の
瀬
戸
際
か
ら
救
い
、

景
気
を
回
復
軌
道
に
乗
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

今
後
は
３０
〜
５０
年
程
度
先
の
未
来
を
見
据
え
て
、
持

続
可
能
な
経
済
成
長
の
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
に
、

よ
り
一
層
注
力
し
て
ほ
し
い
。

中
長
期
的
に
わ
が
国
が
目
指
す
べ
き
「
国
家
像
」

に
お
い
て
は
、
以
下
の
５
つ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。

第
１
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
社
会
の
安
定
性
」
だ
。

格
差
や
健
康
な
ど
の
問
題
が
限
定
的
で
、
人
々
が
共

存
共
栄
の
思
想
を
背
景
に
協
力
・
協
働
す
る
、
安

心
・
安
全
な
社
会
を
維
持
し
た
い
。

第
２
に
「
個
人
の
自
立
」。
個
々
人
が
自
己
責
任

に
基
づ
い
て
自
立
す
る
、
活
力
あ
る
社
会
が
理
想
で

あ
る
。

上
記
の
２
つ
が
、
い
わ
ば
「
縦
串
」
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
こ
れ
ら
を
貫
く
「
横
串
」
と
し
て
、
さ
ら
に

３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
た
い
。
第
３
に
「
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
」、
第
４
に
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」、

第
５
に
「
ス
ピ
ー
ド
」、
こ
れ
ら
３
つ
は
、
ま
さ
し

く
世
界
的
な
潮
流
と
い
え
る
。

上
記
の
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
照
ら
す
と
、
わ
が

国
が
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
政
策
課
題
は
以
下
の

と
お
り
だ
。

第
１
に
、「
社
会
の
安
定
性
」
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
社
会
の
中
核
を
な
す
分
厚
い
中
間
層
を
支
え
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
２
０
１
９
年
の
骨
太

方
針
に
明
記
さ
れ
た
「
就
職
氷
河
期
世
代
の
支
援

策
」
は
的
を
射
た
政
策
だ
。

第
２
に
、「
個
人
の
自
立
」
と
い
う
面
で
は
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「
第
３
の
矢
」
で
あ
る
成
長
戦
略
の

加
速
が
欠
か
せ
な
い
。
具
体
的
に
は
、
規
制
改
革
の

断
行
、
輸
出
の
振
興
、
労
働
市
場
の
流
動
性
向
上
、

中
小
企
業
の
Ｍ
＆
Ａ
促
進
な
ど
を
通
じ
た
、
労
働
生

産
性
の
改
善
が
鍵
だ
。

第
３
に
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
と
い
う
観
点
か

ら
は
、
従
来
以
上
に
外
国
人
労
働
力
の
活
用
や
女
性

の
活
躍
を
推
進
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す

る
必
要
が
あ
る
。「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う
旧

来
型
の
発
想
か
ら
脱
却
し
、
世
界
中
の
優
れ
た
企
業

と
是
々
非
々
で
提
携
す
る
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」
を
加
速
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。

第
４
に
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
面
で

は
、
社
会
保
障
制
度
改
革
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）の
推
進
、
日
銀
の
金
融
政
策
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
政
策
課
題
が
あ
る
。

第
５
に
、「
ス
ピ
ー
ド
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

む
び
ゅ
う

「
無
謬
性
」
へ
の
こ
だ
わ
り
を
捨
て
、
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
に
政
策
を
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「C
onservative

（
保
守
）」
の
語
源
を
調
べ
て
み

る
と
、「
防
腐
剤
」
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
る
。
不

断
の
改
革
を
図
る
こ
と
こ
そ
が
、
大
切
な
美
点
を
守

り
抜
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
日
本
政
府
は
、
自
由

闊
達
な
議
論
を
通
じ
て
、
日
本
の
未
来
に
つ
い
て
長

期
的
、
多
面
的
、
そ
し
て
根
本
的
に
考
察
し
た
う
え

で
、
わ
が
国
が
進
む
べ
き
道
筋
を
国
民
に
提
示
し
て

ほ
し
い
。

中国

〈在庫循環〉（短期）

×

〈ストック循環〉（中長期）

▲

×

－

欧州

×

○

▲

－

米国

▲

△

×

×

日本

×

△

△

×

世界

▲

△

▲

－

製造業

設備

自動車

住宅

図表 世界の在庫・ストック循環
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